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整形外科手術部位感染（SSI）データベースを用いた 

術後リスク予測モデルの作成と実用化 

 

１ 緒言 

SSIとは術後30日以内（人工物装着手術では1年）に発生する手術操作の及ぶ部位の感染である。世界保健機関(WHO)による最近の

研究では、SSIは中低所得国において頻度の高い医療関連感染で、外科手術を受けた患者の最大3分の1が影響を受けると言われて

いる。欧州及び米国などの高所得国においても、SSIの発生自体はそれよりも低いものの、依然として医療関連感染の中で2番目

に多いタイプの感染症である。手術法や滅菌方法や着衣素材の検討などSSI発生率を減らす試みはなされてきたが、整形外科のみ

を対象とした大規模な臨床研究は殆ど無かった。そこで本研究では、整形外科研究会(OSSI)によって2013年11月からデータの収

集がなされている整形外科手術部位感染（SSI）データベースを用い、SSIほかUTI・RTI・術後31日以上入院・致死率といった術

後リスクについてのリスクスコア作成を目的にし、そのモデルの構築とツール化の試みを行った。 

 

２ 方法 

本研究の目的は、SSI・UTI・RTI・術後31日以上入院・致死率についての予測モデルの構築と、リスクスコアとしてのツール化と

した。変数は臨床医の知識をもとにsubject matter knowledgeとして選択を行い、イベント数の少なさから術式ごとにサブグル

ープ解析はせずに、それぞれの術式をカテゴリー変数として扱った。同様にイベント数の少なさから通常のロジスティック回帰

を行うことは妥当ではないと考えられ、Firthのバイアス補正法を用いたロジスティック回帰を行い、その結果作成されたモデル

をc-statistic(AUC)・brierスコア・calibration plotにより評価した。 

 

３ 結果・考察 

術前に分かる予測因子から、患者のSSIや致死率などを予測するモデルを確立した。変数の選択に悩ましい点があるので、そちら

について検討を重ねた後に、ノモグラムやアプリケーション化などの実用化に取り組んでいきたい。 
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